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（1968年、宮城県生まれ。東京工業大学理学院数学系教授。京都大学理学部卒業、同大学大学院理学研究科博士後期課程(数学・数理解析専攻)修了。博士(理学)。京都大学准教授、熊本大学教授などを経て、2015年より現職。その間、ドイツのマックス・プランク研究所研究員、フランスのレンヌ大学やパリ第6大学の客員教授なども歴任）
1. 概要：フェルマーの最終定理、ポアンカレ予想などに続く数学の超難問「ABC予想」。ひとりの日本人数学者が、この予想を解決に導く「IUT(宇宙際タイヒミュラー)理論」を公開し、世界に激震が走った。京都大学の望月新一教授によって構築された論文は、「未来から来た論文」と称されるなど、数学界のみならず、世界に衝撃をもたらした。この論文は、世界で理解できるのは多く見積もっても数人、といわれるほどの難解さであり、論文の発表から6年以上たった現在もなおアクセプトに至っていないが、望月教授と、議論と親交を重ねてきた著者が理論の斬新さと独創性、その核心を分かりやすく説明している。
(目次)
第1章 IUTショック
第2章 数学者の仕事
第3章 宇宙際幾何学者
第4章 たし算とかけ算
第5章 パズルのピース
第6章 対称性通信
第7章 「行為」の計算
第8章 伝達・復元・ひずみ 

２.感想： 

全体を通して：
・この本は、2019年10月25日に第3回八重洲大賞にて大賞を受賞したことが報じられた。これにより一般の人々の目をひくようになり、一般向けの各種セミナーなどが行われているようである。また、アマゾンでも売り上げ上位にランクされた。それらを、背景に今回、この数学に関する書物を読んでみようと思った。まだ、継続して読んでいるところであるが、現時点のところ、私には、残念ながら難しすぎてちんぷんかんぷんである。（IUT理論の意義や基本思想は、ぼんやり分かったような気がしたが・・・）。
ポイント思われる点は、つぎのとおりである。
・この本の目的は、望月教授が、整数論の非常に重要で難しい予想問題である「ABC予想」に関連して発表した「宇宙際タイヒミュラー（IUT）理論」について、広く一般の読者にわかりやすく伝えることにあるとのことである。
・IUT理論は2012年に望月教授によって発表されて以来、一般社会でもさまざまな形で話題となった。また、数学者のコミュニティーも、これに対してさまざまに反応をしてきが、現在までのところ、まだ専門雑誌にアクセプトされるという形で事態は解決していない。（数学界はまだ完全にこの理論を受け入れたことにはなっていないようである）。

　・欧米や日本も含めて、世界中の多くの数学者たちにとって、IUT理論の受けとめられ方はさまざまであるが、多くの場合「IUT理論とは単に新奇な抽象概念が恐ろしく複雑に絡まりあっている理論装置で、その中身はあまりに複雑なので、それをチェックすることは人間業では到底困難であると考えているようである。（したがって、だれもその真偽をチェックできない以上、これ以上まともに請けあってもしょうがないと、多くの数学者たちは考えているようである）。
・　この本の筆者は、IUT理論は「単なる抽象概念の複雑な絡まり」などではないと考えている。それはひとつの数学の「やり方」として極めて自然なものと考えているようである。
・　この本では、IUT理論がそれこそ数学者ではない一般の人たちにもわかってもらえるような「自然な考え方」に根ざしている、ということを中心テーマに据えたいとのことであった。
　・数学のような、答えの真偽がはっきりしている世界で「正しさ」にまつわる論争が起こるということ自体、われわれにとっては不思議なことに思われる。

　・本書は数式を追っていくような数学書ではなく、IUT理論の紹介にとどまらず数学とは何かを述べるような内容になっている。この本で一貫していることは、IUT 理論というものが極めて自然な考え方に根ざしているということである。
・著者によると「IUT理論には特有の言語体系があり、その習得はプロの数学者でも容易ではない。これがこの理論が数学者の世界において普及していない最大の要因である」と述べている。
IUT理論の「基本思想」：
本書で語られるIUT理論の「基本思想」は概略以下のようである（第5章、まとめ）。ただし、理解するのはかなり困難である。
・従来の数学はただ一つの宇宙（世界、舞台）で行われていたが、IUT理論では複数の数学の宇宙が存在する。宇宙間における考察対象（「モノ」）の関連付けは、考察対象が有する「対称性」（の群）を通信（「対称性通信」）することによって行う。
・足し算と掛け算がもつ「正則構造」をいったん分解し、足し算を固定しておいて、掛け算だけを伸び縮み（「タイヒミュラー変形」）させ、それをテータリンクという手法で相手方の宇宙に伝達し復元させる。
・復元の手段として「遠アーベル幾何学」を援用する。群の言葉に翻訳された対象を復元する際に生じる「不定性」（「ひずみ」）を定量的に計測・評価する（不等式を導く）手段がある。
「ABC予想」：
「ABC予想」（別名「オスターリ・マッサー予想」）とは、フランスのパリ第4大学のジョゼフ・オスターリ博士(1954－)とスイスのバーゼル大学のデイヴィッド・マッサー教授(1948－)が1980年代に発表した予想で一文で書いてしまうと、「a+b=cが成り立つ自然数(正の整数)a、b、cにおいて、積abcの素因数の関係を考えた時、数(a、b、c)はいくつかの組しかない」ことを表した予想である。
「abc予想が証明されれば、フェルマーの最終定理は簡単に（別の文献では、10行程度で）証明できるとのことである。 「フェルマーの最終定理」というのは、恐らく世界で最も有名な予想（現在は解決済み）。1600年代にアマチュア数学者として活躍したフェルマー（本業は法律家）が遺したもので、数百年間未解決だった超難問だが、1995年にイギリスの数学者・ワイルズが完全に証明し、世界的な話題となった。 ワイルズは、子どもの頃に「フェルマーの最終定理」と出会い、これを解決するために数学者になったという人物であり、7年間たった一人で研究を続け、その証明は100ページ以上に及んだ。
望月論文のこれまでの経緯：
2012年、京都大学数理解析研究所の望月新一教授が、個人ホームページに「宇宙際タイヒミュラー理論」と題する4篇の論文をアップロードした。合計で500ページ（後に補足を含めて600ページ）になる大論文である。
この論文は世界的に注目を浴びた。なぜなら、望月教授は、その実績とユニークな言動が業界に知られていたからである。論文は膨大で難解で、同業者にも理解が困難であった。ただし、何かすごいことが書いてあるのだろうかということで、まだ査読を受けて学術誌に掲載されたわけではないのに、早速（2012年）、『ネイチャー』にも取り上げられた。望月教授のABC予想証明論文は、数理解析研究所の発行する学術誌『Publications of the Research Institute for Mathematical Sciences（PRIMS）』（編集長は望月教授）への投稿論文であった。
通常、論文を受け取った学術雑誌の編集部は、（査読のある学術誌なら）査読者（レフェリー）に読んでもらう。査読者はその論文の研究分野の研究者から編集部が選び、匿名で査読を行う。査読の結果、その論文に誤りがなく、掲載する価値があると認められたならば、受理（アクセプト）され、掲載される運びとなる。普通の雑誌記事とは逆に、著者が学術誌に対して数十万円程度の掲載料を支払う。あいにく掲載が認められなかった（リジェクトされた）場合、著者は、編集部に再考をうながす、別の雑誌に投稿しなおす、発表を諦める、などの手が残されている。ただし、いずれにしても精神的に消耗させられる。（査読者は、自分にあまり、よい感情を持っていないのではなかろうかなど）。　
査読は数週間程度、長いと数カ月かかるものであるが、望月論文の場合は5年という異例の長期間に及んだ。　証明論文で用いられている「宇宙際タイヒミュラー理論」は、望月教授が20年以上取り組んで、ほぼ独力で構築してきた理論である。論文には多くの新しい用語や定義がちりばめられ、専門家にとっても理解するのに相当な努力が必要である。5年の間には、この論文を勉強するための国際会議も開かれた。普段、日本国外で講演しない望月教授もTV会議システムで参加した。ただしほとんどの聴衆は望月教授の説明を理解できなかったようである。まだ正式に掲載されていない論文の勉強会が行なわれるとは、これも異例である。（そうでもしないと理解が進まず、査読もできなかったようである）。　
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